
議
員
提
出
第
二
十
九
号
議
案

総
合
的
な
交
通
政
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

国
に
お
い
て
は
、
現
在
、
高
速
道
路
等
の
無
料
化
の
社
会
実
験
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
料
金
割
引
制

度
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
制
度
の
導
入
は
、
過
疎
化
の
進
む
地
方
の
公
共
交
通
機
関
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
「
乗
り
放
題
」
の
上
限
料
金
制
は
、
環
境
に
優
し
い
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
・
バ
ス
や
特
急
列
車
、
航

空
等
の
需
要
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

な
か
で
も
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
、
バ
ス
・
鉄
道
路
線
、
航
空
路
線
の
廃
止
や
減
便
に
伴
う
地
域
住
民
の
利
便

性
の
低
下
や
路
線
を
維
持
す
る
た
め
の
財
政
負
担
の
増
加
な
ど
、
地
方
に
お
け
る
影
響
は
大
変
大
き
な
も
の

が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
高
速
道
路
等
の
無
料
化
実
験
や
新
し
い
料
金
制
の
導
入
に
際

し
て
は
、
地
域
経
済
や
国
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
措
置
を
取
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

一

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
航
路
や
バ
ス
路
線
及
び
鉄
道
路
線
の
廃
止
・
減
便
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
制
度

上
及
び
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

二

将
来
的
に
も
、
高
速
道
路
等
の
無
料
化
や
新
た
な
料
金
割
引
制
度
の
導
入
に
際
し
て
は
、
公
共
交
通
機

関
を
活
か
し
た
形
で
の
総
合
交
通
体
系
の
維
持
・
発
展
を
図
る
こ
と
を
前
提
に
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日
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